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高
たかと り や ま

取山風景林（奈良県）
【概要】
　高取山風景林は、奈良盆地南部の高取山山頂にある高取城跡を中心とした風景林です。高
取城は、国の史跡に指定されており、近世城郭（織田信長の安土城以降、江戸時代にかけて
築かれた城のこと）では比高（麓から本丸までの高低差）が 390 ｍと日本一を誇ることから、
美濃岩村城（岐阜県）、備中松山城（岡山県）とともに日本三大山城の１つに数えられており、
年間を通して多くの観光客が訪れています。

【見どころ】
　高取城は、元和元年（1615 年）の一国一城令の際には、貴重な山城として破却を免れた
ものの、明治６年（1873 年）に廃城となりました。現在、天守閣等は残っていませんが、
当時の規模のまま山上に累

るいるい
々と残る壮大な石垣は、往時を偲ばせます。

　また、高取城跡からは、南は吉野大峰山系、西は大阪湾、北は万葉集にも歌われた大和三
山をはじめとする奈良盆地一帯を見渡すことができます。
　さらに、風景林周辺には西国三十三ケ所めぐりの六番札所「壺

つぼ
阪
さかでら

寺」や「五百羅漢岩」があり、
高取城跡とともに多くの人が訪れています。

【イベント等】
　毎年、３月１日～ 31 日には、高取城の城下町として栄えた土佐街道沿いにある古い町並
みの町家や商店で雛人形を飾り公開する「町家の雛めぐり」が開催されます。特に、メイン
会場にある 17 段 500 体の「天段の雛」は圧巻です。
　また、同時期に、壷阪寺では、ご本尊の十一面千手観音菩薩の前に、21 段 2,020 体のお
雛様が美しく飾られる「壷阪寺大

だいひな
雛曼

ま ん だ ら
荼羅」が公開されます。このほか、３月末から４月上

旬（開花状況によって期間は変わります）に夜桜拝観も行われ、境内の伽
が ら ん

藍とライトアップ
された夜桜がつくりだす幻想的な世界を楽しむことができます。

【高取城跡へのアクセス】
〇公共交通機関
　奈良交通バス「壷阪寺前停留所」から徒歩約 60 分
○タクシー
　近鉄吉野線「壺阪山駅」から高取城八幡口まで行き、下車後徒歩約 20 分
○自家用車
　高取町観光駐車場（無料）から徒歩約 90 分

詳細は、「高取町観光協会・高取町観光ボランティアガイドの会」ホームページを御覧ください。
（http://sightseeing.takatori.info/event/20180701_welcome_takatorijyo.html）

本丸の高石垣

上空からの高取城址

壷阪寺夜桜（撮影：藤井金治）

【 表紙の写真 】

甲
か い

斐駒ケ岳と桜

山梨県北
ほ く と

杜市武
む か わ

川
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　国産材の利用が進み、木材自給率が上昇傾向で推移する中、森林資源の持続的な利用を確保していく
ためには、伐採後の再造林が重要です。
　再造林を進めていくにあたっては、植栽から下刈りまでにかかる高いコストや林業従事者の高齢化等
による人手不足などの課題を解消していく必要があります。このため、早生樹の利用、特定母樹（エリー
トツリー等）由来の苗木の供給、下刈の機械化など造林の低コスト化・省力化の取組を進めています。
　また、林野庁では、このような取組に加えて、異分野の人材との協働など、再造林のあり方を変える
取組を始めています。本稿では、その中の一つ、林業関係者と異分野人材の共働による事業開発プログ
ラム「Sustainable Forest Action（ＳＦＡ）」について御紹介します。

～異分野人材との協働による造林の課題解決～

“Sustainable 
Forest Action”
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異
分
野
の
技
術
・

ア
イ
デ
ィ
ア
の
導
入
促
進

　
近
年
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
と
い
っ
た
新
技
術
の
発
展
・

活
用
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
林
業
分
野
は
、
他

産
業
と
の
交
流
の
機
会
が
乏
し
く
こ
れ
ら
の
新
技
術

の
導
入
が
十
分
に
は
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
林
業
の
う
ち
特
に
人
力
に
頼
る
造
林
に
お
い

て
も
、
こ
れ
ら
異
分
野
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
導
入
・
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

森
林
・
林
業
の
関
係
者
が
難
し
い
と
考
え
て
い
た
課

題
に
つ
い
て
、
発
想
も
し
え
な
か
っ
た
解
決
策
が
生

ま
れ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
ち
、
昨
年

夏
か
ら
、
林
業
関
係
者
と
異
分
野
人
材
の
協
働
に

よ
る
事
業
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
「Sustainable Forest 

Action

（
Ｓ
Ｆ
Ａ
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
夏
に
事
業
を
開
始
し
て
か
ら
の
経
過
は
次
の

通
り
で
す
。

８
月

　

林
業
課
題
の
解
決
の
事
業
化
に
高
い
関
心
を
有
す

る
者
を
募
集
。
森
林
組
合
や
苗
木
生
産
者
な
ど
の
林

業
関
係
者
、
も
の
づ
く
り
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
Ｉ
Ｔ
関
係

の
専
門
家
な
ど
異
分
野
人
材
か
ら
１
０
０
名
前
後
の

応
募
が
あ
り
、
69
名
の
参
加
者
を
決
定
。

９
月
上
旬

　

応
募
者
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
、
関
心
や

意
向
、
技
術
能
力
等
に
応
じ
た
14
の
チ
ー
ム
を
編
成
。

９
月
下
旬

SFAの
仕組み

SFAの
プログラム

SFAの
流れ
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林
業
の
業
界
や
課
題
の
説
明
、
事
業
開
発
の
講
義
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
内
容
と
す
る
キ
ッ
ク
オ
フ
イ

ベ
ン
ト
を
東
京
と
京
都
で
開
催
。

９
～
11
月

　

各
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
造
林
分
野
の
課
題
解
決
に

つ
な
が
る
新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
実
施
。

こ
の
間
、
林
業
体
験
会
、
中
間
段
階
で
の
進
捗
確
認

を
目
的
と
す
る
合
同
合
宿
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
。
ま
た
、

新
規
事
業
開
発
経
験
者
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
等
に
よ
る
メ

ン
タ
リ
ン
グ
（
助
言
）
に
よ
り
、
各
チ
ー
ム
の
事
業

案
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
支
援
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
を
経
て
、
昨
年
12
月
、
14
チ
ー

ム
が
、
投
資
家
な
ど
の
審
査
員
に
対
し
て
事
業
案
を

説
明
す
る
デ
モ
デ
イ(

最
終
審
査
会)

に
参
加
し
ま

し
た
。
デ
モ
デ
イ
で
は
、
造
林
作
業
に
従
事
す
る
者

の
健
康
管
理
・
労
務
管
理
を
行
う
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の

開
発
な
ど
現
場
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
事
業
ア
イ

デ
ィ
ア
の
ほ
か
、
森
林
所
有
者
に
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
森
林
や
造
林
な
ど
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
開
発
、
森
林
内
を
走
行
す
る
電

動
式
の
ム
ー
バ
ー
の
開
発
、
森
林
所
有
者
へ
の
収
益

の
還
元
を
可
能
と
す
る
木
材
流
通
の
最
適
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
様
々
な
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
予
選
・
決
勝
戦
と
二
段
階
で
行
わ
れ
た
審
査
の
結

果
、
環
境
教
育
の
体
験
学
習
の
場
と
し
て
、
自
伐
林

家
の
現
場
を
活
用
し
、
自
伐
林
家
の
収
入
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
こ
と
で
、
伐
採
再
造
林
を
促
す
ビ
ジ
ネ
ス
や

森
林
所
有
者
向
け
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
な
ど
三
つ
の
ビ
ジ

“Sustainable Forest Action” ～異分野人材との協働による造林の課題解決～

林業体験会（静岡県島田市）

中間合宿 東京

林業体験会（岡山県西粟倉村）

中間合宿 京都

キックオフ京都 キックオフ東京
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ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
が
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
入
賞
チ
ー
ム
に
対
し
て
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
か

ら
の
協
賛
金
に
よ
り
、
事
業
化
に
向
け
た
支
援
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
チ
ー
ム
で
は
、
法
人
化

や
人
材
・
資
金
の
確
保
な
ど
の
体
制
づ
く
り
や
、
試

験
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
な
ど
具
体
的
な
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
賞
チ
ー
ム
以
外
の

チ
ー
ム
に
お
い
て
も
、
さ
ら
な
る
実
証
等
を
行
い
事

業
化
を
目
指
す
な
ど
、
意
欲
的
な
取
組
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
後
の
取
組

　
こ
の
よ
う
に
、Ｓ
Ｆ
Ａ
の
実
証
に
よ
り
、造
林
分
野

に
お
い
て
も
異
分
野
の
方
々
の
参
画
を
促
し
、新
た
な

事
業
開
発
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、そ
の
余
地
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。こ
の
た
め
、林
野
庁
で
は
、こ
の
よ
う
な
異
分
野
の

方
々
の
参
加
に
よ
る
事
業
開
発
に
つ
い
て
、さ
ら
な
る

支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、

事
業
化
に
向
け
た
実
証
的
な
取
組
へ
の
支
援
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
予
算
に

お
い
て
は
、
Ｓ
Ｆ
Ａ
の
よ
う
な
マ
ッ
チ
ン
グ
や
事
業

開
発
の
取
組
に
対
し
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。

　
造
林
の
現
場
課
題
の
解
決
に
向
け
、
斬
新
な
モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

を
お
考
え
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

集合写真

審査員からの様々な質問に応じる発表者 決勝進出チームによるプレゼンテーション

SFA デモデイの様子
（事務次官による開会挨拶）
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入賞チームと事業の概要

“Sustainable Forest Action” ～異分野人材との協働による造林の課題解決～

チーム名 チームメンバー 事業概要

最
優
秀
賞
受
賞
チ
ー
ム

「
森
が
た
り
」

上原　郁磨氏
（リデン株式会社・
ソフトバンクテク
ノロジー株式会社）
小島　淳史氏

（自営業・フィール
ドワーカー）
田中　優哉氏

（林野庁より有志
参加）

　環境教育に興味があるユー
ザーに対して、バーチャル学
習、現場での伐採・造林の体
験、伐採した材を加工した家
具をユーザーに届けるなどの
コンテンツを提供。その現場
に自伐林家の森林を活用す
ることで、自伐林家の収入を
アップさせ、伐採・再造林を促
す。

優
秀
賞
受
賞
チ
ー
ム

「
森
も
視
守
る〝
ま
も
り
〟」

木下　裕介氏
（住友商事株式会社）
石井　一成氏

（住友商事株式会社）
森下　昌彦氏

（株式会社NSD）
向井　祐貴氏

（株式会社NSD）

　アナログでバラバラに存在
する森林情報を、森林所有者
が見やすく、デジタルで確認
できるアプリ。個人の森林所
有者が、適切な森林管理や相
続・売買について、アプリ上で
専門家に相談できるようにな
ることで、再造林の放棄を防
ごうとするもの。

優
秀
賞
受
賞
チ
ー
ム

「
森
の
コ
イ
ン
」

井上　達哉氏
（VUILD
株式会社COO）
谷　　茂則氏

（谷林業株式会社／
一般社団法人大和
森林管理協会）

　山林の価値を自動評価し、
森林所有者へコミュニティ
通貨「森のコイン」を発行する
サービス。このサービスを通
じて、地元を離れる森林所有
者と林業関係者との繋がりを
再構築し、誰もが地域や企業
の森づくり活動に参加するこ
とができるようになる事業。

スポンサー一覧
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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

⓯

浜
松
市
に
お
け
る

森
林・林
業
行
政

　
本
市
は
約
16
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
広
大

な
面
積
を
有
し
て
お
り
、そ
の
約
３
分
の
２
が

森
林
で
す
。浜
松
市
天
竜
区
及
び
北
区
引
佐
町

地
域
の
一
帯
は
、そ
の
温
暖
な
気
候
や
河
川
交

通
路
と
し
て
の
天
竜
川
の
存
在
な
ど
か
ら
、古

く
か
ら
林
業
が
盛
ん
で
ス
ギ・
ヒ
ノ
キ
を
中

心
と
し
た
美
し
い
人
工
林
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
の
美
し
さ
は「
天
竜
美
林
」と
呼
ば
れ
、

日
本
三
大
人
工
美
林
の
ひ
と
つ
と
称
し
て
、全

国
的
な
知
名
度
や
評
価
も
高
い
で
す
。

　
本
市
で
は
、こ
の
価
値
あ
る
森
林
資
源
を
、

持
続
可
能
な
森
林
経
営・管
理
を
通
じ
て
循
環

利
用
し
て
い
く
た
め
に
、平
成
22
年
に
取
得
し

今
で
は
、Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
の
推

進
は
、国
連
の
持
続
可
能
な

開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）へ
の

貢
献
に
つ
な
が
る
も
の
と
し

て
、環
境
配
慮
や
社
会
貢
献

意
識
の
高
い
企
業
か
ら
も
注

目
を
集
め
て
お
り
、認
証
材
利
用
の
機
運
の
高

ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

浜
松
地
域
の

林
業
成
長
産
業
化

地
域
構
想

　

本
構
想
に
よ
っ
て
目
指
す
と
こ
ろ
は
、本

地
域
が
、我
が
国
に
お
け
る
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
材・認

証
製
品
の
流
通・拡
大
を
通
じ
て
、合
法
伐
採

木
材
の
利
用
１
０
０
％
に
よ
る〝
ク
リ
ー
ン

ウ
ッ
ド
社
会
〟を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
①

　
「
木
材
利
用
の
拡
大
無
く
し
て
、素
材
生
産

量
は
増
加
し
な
い
＝
森
林
整
備
は
進
ま
な

い
」こ
と
を
前
提
に
し
た
、出
口
対
策
、す
な
わ

ち
木
材
需
要
の
開
拓
や
木
材
の
流
通・販
路
拡

大
に
重
点
を
置
い
た
も
の
。

た
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ⓡ
認
証
を
核
と
し
て
、様
々
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
は
国
際
的
な
認
証
制
度
で
あ

り
、世
界
的
な
祭
事
や
式
典
に
お
い
て
認
証

紙
や
認
証
材
が
使
用
さ
れ
、本
年
開
催
予
定

の
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
い
て
も
競
技
施
設
等

に
使
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
昨

ポ
イ
ン
ト
②

　

本
来
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
、エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
起
点
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
製
品
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
よ
り
、川
上
か
ら
川
下

ま
で
の
事
業
者
に
多
く
の
利
益
や
雇
用
を
生

み
出
す
も
の
。

ポ
イ
ン
ト
③

　

地
域
の「
素
材
生
産
」「
製
材・加
工
」「
木
材

流
通
」の
キ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
一
体
と
な
っ
た
、

大
型
木
材
会
社
に
依
存
し
な
い
地
域（
全
国
的

に
多
い
都
市
部
モ
デ
ル
）を
形
成
す
る
こ
と
。

▲日本三大人工美林のひとつ天竜美林

▶天竜美林から伐り出された天竜杉

適切に管理されたFSC認証材

静
岡
県
浜
松
地
域

多
様
な
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ⓡ
認
証
材
の
流
通
拡
大
に
よ
る

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
社
会
の
実
現

～
静
岡
県
浜
松
地
域
の
取
組
～
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ポ
イ
ン
ト
④

　
「
森
林
資
源
の
循
環
利
用
＋
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」と
し

て
、従
来
の
循
環
利
用
に
、「
創
る（
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
）」と
い
う
新
た
な
プ
ロ
セ
ス
を
導
入

し
た
も
の
。構

想
の
実
現
に
向
け
た

取
組

　
本
構
想
に
お
け
る
数
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
か
ら
、特
徴
的
な
取
組
を
２
つ
取
り
上
げ

て
説
明
し
ま
す
。

⑴
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
材
の
利
用・発
信

　

本
市
で
は
、学
校
施
設
を
は
じ
め
と
し
た

公
共
施
設
に
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
材
を
積
極
的
に
利

用
す
る
と
と
も
に
、Ｆ
Ｓ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
認

証
を
活
用
し
、認
証
材
利
用
を
対
外
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
こ

と
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
材
利

用
か
ら
、さ
ら
な
る
次
の
利
用
を
生
む
た
め
の

呼
び
水
と
な
り
ま
す
。木
材
利
用
を
拡
大
し
て

い
く
た
め
に
は
、「
利
用
す
る
」と
同
等
に
、「
発

信
す
る
」こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
と
い
え
ま
す
。

て
は
、地
産
地
消
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、地
産

外
商
が
重
要
で
す
。そ
の
中
で
も
、消
費
者
が

多
く
、多
く
の
木
材
消
費
量
が
見
込
め
る
首
都

圏
等
の
都
市
部
へ
の
外
商
は
今
後
の
大
き
な

鍵
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
本
市
で
は
、天
竜
材
の
販
路
拡
大
や
Ｆ
Ｓ
Ｃ

認
証
材
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
、首
都
圏
で
開
催
さ

れ
る
大
規
模
展
示
会
へ
の
出
展
や
、市
長
自
ら

　
公
共
施
設
へ
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
材
利
用
の
発

信
に
つ
い
て
は
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
認
証
が

有
効
な
手
段
で
あ
り
、こ
れ
を
進
め
て
き
た
こ

と
に
よ
っ
て
、「
浜
松
市
＝
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
材
利

用
」と
い
う
全
国
的
な
認
知
度
も
高
ま
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

⑵
都
市
部
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
地
産
外
商

　
天
竜
材
の
い
っ
そ
う
の
利
用
拡
大
に
向
け

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
り
天
竜
材
を
全
国

に
売
り
込
む
セ
ー
ル
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実

施
す
る
な
ど
、全
国
の
木
材
関
連
業
者
な
ど
に

向
け
て
の
天
竜
材
の
認
知
度
向
上
や
新
た
な

交
流
の
創
出
、大
手
企
業
や
都
市
部
の
自
治
体

の
方
々
と
の
情
報
交
換
の
機
会
を
増
や
し
て

い
ま
す
。こ

れ
か
ら
の
課
題

　
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、都
市
間

連
携・交
流
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
説
明
し
た
、Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
材
利

用
の
発
信
や
都
市
部
へ
の
地
産
外
商
を
通
じ

て
、首
都
圏
や
関
西
圏
、中
京
圏
等
の
都
市
部

と
の
交
流
を
深
め
、天
竜
材
や
天
竜
材
製
品
の

供
給
量
拡
大
、ま
た
、浜
松
市
の
森
林
フ
ィ
ー

ル
ド
を
活
用
し
た
森
林
環
境
教
育
等
の
取
組

を
増
や
し
、関
係
人
口
、交
流
人
口
を
拡
大
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
、本
地
域
の
さ
ら
な
る
林

業・木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

大手オフィス家具メーカーと連携して
開発したFSC認証製品

公共建築物として全国初のプロジェク
ト認証を取得した天竜区役所

選手村ビレッジプラザへの納材出発式

参画事業者の若手社員のみで出展した
WOODコレクション（モクコレ）

ジャパンホーム&ビルディングショー
2019への出展

平成 30年度にプロジェクト認証を取
得した浜名中学校（FSCの机椅子）

平成30年度天竜材セールスミーティ
ング
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春
は
山
火
事
に
ご
用
心

　

山
火
事
は
、
例
年
春
先
に
集
中
し
て
発
生
し
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、

空
気
が
乾
燥
し
、
森
林
内
の
枯
草
や
落
葉
が
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
強
風
等
の
条
件
が
重
な
る
と
、
た
き
火
な
ど
か
ら

火
が
燃
え
移
っ
て
山
火
事
が
発
生
し
、
焼
損
面
積
が
拡
大
す
る
危
険
性

が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
山
菜
採
り
等
で
山
に
入
る
人
も
増

え
る
こ
と
か
ら
、
た
ば
こ
の
火
の
不
始
末
な
ど
に
よ
る
火
災
発
生
に
注

意
が
必
要
で
す
。
平
成
31
年
（
令
和
元
年
）
に
お
い
て
も
、
３
～
５

月
に
多
数
の
林
野
火
災
が
発
生
し
、
特
に
、
福
島
県
郡
山
市
や
北
海
道

雄お
う
む武
町
で
大
規
模
な
山
火
事
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

山
火
事
は
一
旦
発
生
す
る
と
、
消
火
は
容
易
で
は
な
く
、
ま
た
、
長

い
年
月
を
か
け
て
育
て
た
貴
重
な
森
林
を
一
瞬
に
し
て
失
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
日
や
風
の
強
い
日
に
は
、
た
き
火
や

火
入
れ
を
や
め
る
な
ど
、
特
に
火
の
取
扱
い
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
火
の
用
心
を
心
が
け
、
日
本
の
素
晴
ら
し
い
森
林
を

守
り
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

林野火災の発生（写真提供：福島県）

「全国山火事予防運動」の今年のポスターには、静岡県立伊東高等
学校城

じょうがさき

ヶ崎分校３年の椎
し い の な つ き

野夏生さんの作品が、標語には、山口県私
立柳

や な い

井学園高等学校１年の有
ありふく

福美
み ゆ

有さんの作品が選ばれました。

山火事予防パレード（写真提供：北海道森林管理局）

区分／年次 H26 H27 H28 H29 H30
平均
H26

〜 H30

出火件数
（件） 1,494	 1,106	 1,027	 1,284	 1,363	 1,255

焼損面積
（ha） 1,062	 538	 384	 938 606 706

損害額
（百万円） 1,369	 255	 157	 900 202 577

［近年の林野火災の発生状況］

資料：消防庁統計資料に基づいて作成

出火件数と焼損面積を１日あたりに換算すると、全国で毎日約 3
件発生し、約２ha は焼失していることになります。

TOPICS 01

林野庁では、３月１日から７日にかけて「全国山火事予防運動」を実施し、
「守りたい　森と未来を　炎から」を統一標語として、全国で山火事予防意識の

高揚を図る運動や、森林パトロール等を実施してまいります。

令和２年全国山火事予防運動
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月別の林野火災発生件数（H26～H30年の平均）

たき火
375件（29.9%）

火入れ
214件（17.1%）

放火（疑い含む）
117件（9.3%）

その他
450件（35.9%）

火遊び
32件（2.5%）

たばこ
67件（5.3%）

「万が一」に備えて…　森林保険をご活用ください
森林保険 は、森林所有者を被保険者として、森林についての
火災、風害、水害、雪害、干害、凍害、潮害、噴火災による
損害を総合的に補償する保険で、平成 30 年度には風害や雪害を中心に
約７億円の保険金が支払われました。

山火事予防と併せて、山火事や台風、集中豪雨等への
備えとして、森林保険への加入をぜひご検討ください。
◆森林保険のお問合せ◆お近くの森林組合、森林組合連合会、または森林保険センターへ
　（国研）森林研究・整備機構　森林保険センタ－（代表）044-382-3500

過去５年間（平均）で発生した林野火災の件数は 1,255 件で、
その半数以上は３～５月に発生しています。

（件）
300

250

200

150

100

50

0
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 12月11月10月

97

127

236

266

195

73

33

85

21

44

30

47

資料：消防庁統計資料に基づいて作成

山火事防止の
シンボルマーク
「まといリス 」

林野庁からのお願い
①枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、たき火をしないこと
②たき火など火気の使用中はその場を離れず、使用後は完全に消火すること
③強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしないこと
④火入れをする際は、市町村長の許可を必ず受けること
⑤たばこは、指定された場所で喫煙し、吸いがらは必ず消すとともに、投げ捨てないこと
⑥火遊びはしないこと

過去５年間では、たき火で全体の約３割を占め、次いで火入れ、
放火（疑い含む）、たばこの順となっています。

出火原因別発生件数（H26～H30年の平均）

空中消火活動（写真提供：山梨県）

地上消火活動（写真提供：北海道）

現地対策本部（写真提供：北海道）

森林保険
イメージキャラクター

マモルくん

資料：消防庁統計資料に基づいて作成
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　１月下旬、選手村宿泊棟の東側に建設中の選手村交流施設「東京 2020 大会選手村ビレッジプラザ」が公開され
ました。ビレッジプラザは大会期間中の選手の生活を支える選手村の代表的な施設です。公益財団法人東京オリン
ピック・パラリンピック競技大会組織委員会ではオリンピック開催にあたって、環境に配慮した持続可能性への取
組を進めており、ビレッジプラザにおいても、日本の伝統・文化を感じられるよう「木材を使用」することを開催
都市立候補の時点から公表しています。
　そこで組織委員会では東京都と協同して、大会後に各地にレガシー（遺産）を残すことを目的に、全国の木材を
活用し、後利用を図る「日本の木材活用リレー　～みんなで作る選手村ビレッジプラザ～」プロジェクトを進めま
した。結果、42事業協力者（63自治体）から提供された約４万本（約 1,300㎥）のスギ、ヒノキ、カラマツ、ト
ドマツが使用され、和の空間が広がった施設（延べ床面積 5,300㎡）となっています（４月に完成予定）。一般に
流通している各地域の木材を様々な部位に使用し、設計段階から後利用の際に柔軟に対応できるよう構造、接合部
材など様々な配慮がされています。使用された木材にはそれぞれに産地の焼き印が押され、一目でどこの木材かが
わかるようになっています。
　ビレッジプラザでは、世界各国選手団の歓迎式典が行われるほか、花屋・雑貨店などの店舗、カフェ、メディア
センターなどが配置されることとなっています。大会終了後は解体の上、各自治体に返却され、公共施設等に活用
されることとなっています。まだまだ先の話ではありますが、大会終了後、あなたのお住いの地域でこれらの木材
を目にすることがあるかもしれませんね。
※ビレッジプラザは選手及び関係者のみが使用可能な施設で、一般の方はご利用にはなれません。

TOPICS 02

木材がふんだんに使われた東京2020大会選手村
交流施設「ビレッジプラザ」が公開されました
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　株式会社日建設計では、持続可能な森林利用の取組の一環として、一般に流通している 90mm角や 105mm角
の無

む く ざ い

垢材と接合部材（クランプ）、移動用の車輪だけで構築する木材ユニット「つな木」プロジェクトを手がけて
います。
　元々は、社内の新規事業コンペにて提案された「つな木」のアイデア。木材の利用促進が国際的な注目を集めて
いる中、プロの力を借りずに素早く手軽に基本ユニットを組み立てることができるため、オフィス内の打ち合わせ
スペースや、カフェ・ショップなどの露店、学園祭のブース、また災害時の簡易ルームなど、誰でも屋内外で幅広
く活用できます。
　現在は、社内プロジェクトチーム「Nikken	Wood	Lab」を立ち上げ、日々研究開発に取組んでいます。中でも
注力しているのが、軽い樹脂製クランプの開発です。今は鋼鉄製のクランプを使用していますが、樹脂製クランプ
であれば木材由来であることに加え、さらに手軽に組み立てることが可能になるため、早期の実用化に向けて試行
錯誤を繰り返す毎日を送っています。
　「つな木」のような個人単位でできる新しい価値観の木材利用が日本の文化として根付くことに林野庁も期待し
ています。
※無垢材：丸太から切り出したままの自然な状態の木材

TOPICS 03

普段の生活に自然の彩りを与える
「つな木」プロジェクト 株式会社日建設計

つな木プロジェクトを進めている「Nikken Wood Lab」の左から大和田さん、大庭さん、中川さん鋼鉄製のクランプに代わって研究開発中の樹脂製クランプ
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内
に
集
積
さ
れ
た「
木
の
文

化
」を
再
整
理・編
集
し
、「
木

の
お
も
て
な
し
」を
試
行・体

験
す
る
モ
デ
ル
的
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
ツ
ア
ー
等
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
座
談
会
は
、こ
の
取
組

の
一
環
と
し
て
、当
事
業
の

検
討
委
員
も
務
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
隈 

研
吾
氏
、デ
ー

ビ
ッ
ド・ア
ト
キ
ン
ソ
ン
氏
、

涌
井 

史
郎
氏
を
お
招
き
し
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。木
の
文

化
を
活
か
し
た
木
の
お
も
て

な
し
を
通
じ
た
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
促
進
や
地
方
創
生
、地
域

材
の
需
要
拡
大
の
可
能
性
な

ど
幅
広
い
視
点
か
ら
、熱
い

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
座
談
会
で
は
、隈
氏
か
ら
、

高
知
県
梼ゆ
す
は
ら
ち
ょ
う

原
町
や
国
立
競

技
場
な
ど
こ
れ
ま
で
携
わ
ら
れ
た
取
組
等
に
お
け
る
木
と

の
関
わ
り
を
お
話
い
た
だ
き
つ
つ
、｢

今
、日
本
の
建
築
は

TOPICS 04

『
世
界
に
誇
る 

日
本
の「
木
の
文
化
・
木
の
お
も
て
な
し
」を
考
え
る
』

　
 

～
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
・
地
方
創
生
・
地
域
材
の
需
要
拡
大
に
向
け
て
～

 　

公
開
座
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
２
月
14
日（
金
）神
田
明
神 

明
神
会
館
に
て
、建
築
家
の

隈 

研
吾
氏
、㈱
小
西
美
術
工
藝
社
社
長
で
文
化
財
の
修
復

等
に
も
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
デ
ー
ビ
ッ
ド・ア
ト
キ
ン
ソ
ン

氏
、岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
学
長
の
涌
井 

史
郎

氏
の
３
名
を
お
招
き
し
、標
記
テ
ー
マ
で
公
開
座
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
等
を
背
景
に
、国
内
外
へ

の
更
な
る
木
材
利
用
の
普
及
を
図
る
た
め
、林
野
庁
で
は
補

助
事
業（
実
施：（
公
社
）国
土
緑
化
推
進
機
構
、㈱
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
総
合
研
究
所
）を
通
じ
て
、平
成
30
年
度
か

ら
、日
本
が
培つ
ち
かっ
て
き
た「
木
の
文
化
」と
そ
れ
を
活
か
し
た

多
様
な「
木
の
お
も
て
な
し
」に
つ
い
て
主
に
来
日
観
光
客
の

視
点
か
ら
再
評
価
を
し
、新
た
な
形
の「
木
の
文
化
」と「
木
の

お
も
て
な
し
」を
創
造・発
信
す
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
は
、全
国
各
地
の
木
の
文
化
の
事
例
を

収
集
し
紹
介
し
た「
木
の
文
化
・
木
の
お
も
て
な
し
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」を
制
作
し
、地
域
材
の
価
値
を
高
め
る
だ
け
で
な

く
、観
光
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
等
へ

の
活
用
を
目
指
し
、地
方
自
治
体
や
旅
行
・
観
光
事
業
者
等

へ
の
普
及
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、令
和
元
年
度
に
は
、ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
趣
旨
に
沿

う
形
で
、４
地
域（
秋
田
県
大お
お
だ
て
し

館
市
、岐
阜
県
飛
騨
市
・
中
津

川
市
加か

し

も
子
母
、京
都
府
）に
て
、地
域
内
の
林
業
・
木
材
産
業

関
係
者
と
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
関
係
者
等
が
連
携
し
、地
域

大館市での試行的ツアーで曲げわっぱの製作を体験する参加者木の文化・木のおもてなしガイドブック
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今
回
会
場
と
な
っ
た
の
は
、“
神
田
明
神
”

　

同
敷
地
内
の
「
神
田
明
神
文
化
交
流
館

ED
O

CCO

」は
、ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
１
９
に
お

い
て
特
別
賞「
木
の
お
も
て
な
し
賞
」を
受
賞
し
て
い

ま
す
。神
田
明
神
が
祀ま

つ
る
平
将
門
の
伝
説
が
多
く
残
る

多
摩
地
域
の
ス
ギ
材
を
活
用
し
て
お
り
、空
間
は
神
社

の
荘
厳
さ
を
継
承
し
つ
つ
、訪
れ
た
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
開
座
談
会
の
第
２
部
に
お
い
て
は
、こ
の
文
化
交

流
館
の
現
地
見
学
会
と
、文
化
交
流
館
を
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
㈱
乃の

む
ら村
工
藝
社
の
坂さ
か
づ
め爪 

研
一
氏
、大
西 

亮
氏
、

ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
審
査
委
員
の
鈴
木 

恵し
げ
ち
よ
千
代
氏
を

お
招
き
し
、木
を
活
用
し
た
魅
力
あ
る
施
設
づ
く
り
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
く
座
談
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
に
引
き
続
き
第
２
部
も
多
く
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

神田明神文化交流館 EDOCCO

変
わ
り
つ
つ
あ
っ
て
、特
に
レ
ベ
ル
の
高
い
部
分
で
木
に

関
す
る
取
組
が
増
え
て
き
て
い
る
。需
要
が
生
ま
れ
、い
ろ

い
ろ
な
人
が
木
を
使
う
と
新
し
い
技
術
も
つ
い
て
く
る
。

今
後
も
多
様
な
木
の
使
い
方
が
広
が
る
可
能
性
は
大
い
に

あ
り
、悲
観
し
て
は
い
な
い
。｣

と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。ま
た
、ア
ト
キ
ン
ソ
ン
氏
か
ら
は「
多
く
の
方
々
は
、

日
本
文
化
は
素
晴
ら
し
い
と
感
心
し
、職
人
の
技
術
に
感
動

す
る
が
、そ
れ
ら
を
自
ら
が
買
っ
た
り
使
っ
た
り
し
て
い
な

い
こ
と
は
問
題
。日
本
人
が
買
っ
て
使
え
ば
、失
わ
れ
つ
つ

あ
る
文
化
も
自
然
に
復
活
す
る
の
で
は
な
い
か
。」と
い
っ

た
問
い
か
け
や
、ご
自
身
の
町
屋
で
の
暮
ら
し
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら「
日
本
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
っ
た
豊
か
な

季
節
感
や
文
化
は
、暮
ら
し
に
手
間
を
か
け
な
く
な
っ
た
こ

と
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
向
け
情
報
発
信

を
し
て
も
、そ
う
い
っ
た
文
化
が
一
体
ど
こ
に
残
っ
て
い
る

の
か
疑
問
で
あ
る
。」と
本
質
を
つ
く
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。お
話
の
最
後
に
は
、「
日
本
の
文
化
は
幅
が
あ
っ
て
奥

が
深
い
が
実
際
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。こ
れ
は
大
き
な
損

失
で
あ
る
。文
化
を
深
く
学
び
理
解
す
る
こ
と
か
ら
新
し
い

ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
た
め
、も
っ
と
深
堀
り
を
す
る
こ
と

で
、地
方
創
生
や
経
済
成
長
で
新
し
い
道
が
拓ひ

ら
く
と
思
う
。」

と
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。最
後
に
、涌
井
氏
か
ら
、

お
二
人
の
話
を
受
け
つ
つ
、「
日
本
人
は
シ
ー
ム
レ
ス
な
時

間
の
流
れ
や
空
間
に
価
値
を
見
出
し
、そ
こ
に
非
常
に
手

間
を
か
け
、文
化
的
に
表
現
し
て
き
た
。デ
ジ
タ
ル
社
会
や

society5.0

※
は
今
後
も
進
展
を
続
け
る
だ
ろ
う
が
、日
本

人
と
し
て
日
本
の
気
質
み
た
い
な
も
の
を
十
分
に
理
解
し

て
、そ
の
上
で
木
の
文
化
等
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
３
名
の
言
葉
か
ら
、日
本
の「
木
の
文
化・木
の
お
も
て
な

し
」を
創
造・発
信
す
る
に
あ
た
っ
て
の
様
々
な
ヒ
ン
ト
が
得

ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、私
た
ち
が
木
の
文
化
を
は
じ
め
日
本

の
文
化
に
こ
れ
か
ら
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
、改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

※Society5.0

：「
サ
イ
バ
ー
空
間（
仮
想
空
間
）と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間（
現
実
空
間
）を

高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を
両
立
す

る
、人
間
中
心
の
社
会（Society

）。狩
猟
社
会（Society 1.0

）、農
耕
社
会（Society 

2.0

）、工
業
社
会（Society 3.0

）、情
報
社
会（Society 4.0

）に
続
く
、新
た
な
社
会

を
指
す
も
の
で
、第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
お
い
て
我
が
国
が
目
指
す
べ
き
未
来

社
会
の
姿
と
し
て
初
め
て
提
唱
さ
れ
た
。」（
出
典：内
閣
府HP

（https://w
w

w
8.cao.

go.jp/cstp/society5_0/index.htm
l

）

デービッド・アトキンソン氏隈 研吾氏涌井 史郎氏

第 2 部の様子

当
事
業
で
制
作
さ
れ
た「
木
の
文
化
・
木
の
お
も
て

な
し
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」等
成
果
に
つ
い
て
は
、以
下

Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。http://w

w
w

.
green.or.jp/topics/om

otenashi/



16林野   2020.3 No.156

２
０
１
９
年
度

「
わ
た
し
の
美
し
の
森 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」表
彰
式

　
令
和
２
年
２
月
16
日
、東
京
都
内
の

株
式
会
社
内
田
洋
行 

新
川
本
社（
ユ
ビ

キ
タ
ス
協
創
広
場
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｖ
Ａ
Ｓ
）に

て
２
０
１
９
年
度「
わ
た
し
の
美う
つ
くし

の

森 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
わ
た
し
の
美
し
の
森 

フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」は
、魅
力
的
で
人
に
お
薦
め
し

た
く
な
る
国
内
の
森
林・山
村
の
風
景
、

場
面
を
撮
影
し
た
写
真
を
募
集
、表
彰

す
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。本
コ
ン

テ
ス
ト
を
通
じ
て
、よ
り
多
く
の
方
々
に

「
わ
た
し
の
美
し
の
森 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」入
賞
作
品

取 組
国有林野事業の

溢れる笑顔の受賞者たち

※	当フォトコンテストは、協賛企業からの協賛金のほか実行委員からの分担金（公益社団法人国土緑化推進機構の「緑と水の
森林ファンド」の助成を含む）等により実施しています

協賛企業や団体から提供いただいた豪華な副賞

審査風景 表彰式後のレセプション

居原田氏に本郷林野庁長官から林野庁長官賞の授与

審査員特別賞
槍望むライチョウ・加納	顕悟氏

生活部門優秀賞	
国土緑化推進機構理事長賞
ちいさな大冒険・中村	知子氏

近畿中国森林管理局長賞
修行の場・髙田	昌弘氏
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森
林・山
村
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、実

際
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
、森

林
へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
し
、山
村
地
域

と
の
交
流
を
深
め
、新
た
な
サ
ー
ビ
ス

や
産
業
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。今
回
は

２
０
１
７
年
度
に
初
め
て
実
施
し
て
以

来
２
年
ぶ
り
２
回
目
の
開
催
で
し
た
。

　
募
集
テ
ー
マ
は
森
の
風
景
を
撮
影
し

た「
景
観
」、森
で
育
ま
れ
た
生
物
の
営

み
を
撮
影
し
た「
生
命
」、森・山
村
で
の

体
験
や
木
材
を
活
用
し
た
風
景
を
撮
影

し
た「
生
活
」の
３
部
門
と
し
て
、令
和

元
年
６
月
３
日
～
10
月
７
日
の
約
４
か

月
の
募
集
期
間
に
、６
１
２
点
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
11
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
写
真
家
の

福
田
幸
広
氏
及
び
米よ
ね

美
知
子
氏
を
は
じ

め
と
す
る
審
査
員
10
名
に
よ
る
審
査
会

を
経
て
、林
野
庁
長
官
賞
、審
査
員
特
別

賞
等
の
入
賞
作
品
19
点
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、入
賞
さ
れ
た
方
々
へ
、

表
彰
状
と
副
賞
が
審
査
員
や
各
協
賛
企

業
、団
体
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。受
賞

者
の
表
情
に
は
笑
顔
が
溢
れ
、会
場
は
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、表
彰
式
後
に
行
わ
れ
た
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
で
は
、入
賞
し
た
全
19
作
品

の
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
、福
田
氏
や
米

氏
と
受
賞
者
が
作
品
を
見
な
が
ら
撮
影

時
の
心
境
や
苦
労
話
、よ
り
効
果
的
な

撮
影
の
仕
方
等
、写
真
談
義
に
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
に
つ
い
て
、福
田
氏
か
ら

「
第
２
回
目
を
迎
え
、応
募
作
品
が
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
豊
か
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で

嬉
し
く
思
い
ま
す
。生
命
に
カ
メ
ラ
を

向
け
る
時
に
は
、相
手
の
生
き
た
証
や
、

物
語
ま
で
写
し
と
る
つ
も
り
で
臨
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。応
募
す
る
時
に

は
自
信
を
持
っ
て
大
き
な
プ
リ
ン
ト
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。」と
の
講
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
米
氏
か
ら
は「
景
観
部
門
や
生
命
部

門
は
応
募
数
も
多
く
、力
作
揃
い
で
し

た
が
、定
番
の
撮
影
地
が
多
か
っ
た
の

も
事
実
で
す
。撮
影
地
の
選
び
方
も
慎

重
に
さ
れ
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
部
門
は
、森
の
中
で
の「
生
活
」と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
に
く
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
の
中
で
も
入
賞

作
品
は
素
晴
ら
し
く
、「
わ
た
し
の
美
し

の
森
」を
作
者
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
表

現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。」と
の
講
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、今
後
、協
賛

企
業
等
が
実
施
す
る
展
示
会
や
広
報
活

動
に
幅
広
く
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、本
情
報
誌「
林
野
」４
月
号
で

は
、林
野
庁
長
官
賞
、審
査
員
特
別
賞
、

協
賛
企
業
特
別
賞
及
び
部
門
優
秀
賞
の

10
作
品
に
つ
い
て
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

九州森林管理局長賞
トロの目・奥村	克氏

林野庁長官賞
悠久の時を経て・居原田	晃嘉氏

審査員特別賞
しげみの中でカフェオレ見つけた・長谷川	裕二氏

協賛企業特別賞	公益財団法人イオン環境財団賞
霧の白樺林・星野	郁男氏

協賛企業特別賞	三井住友信託銀行株式会社賞
秋を装う三方岩岳・西山	宏氏

協賛企業特別賞	株式会社内田洋行賞
磨丸太・南	真次氏

景観部門優秀賞	全国森林レクリエーション協会会長賞
冬への懸橋・袰岩	正克氏

景観部門優秀賞	全国山の日協議会理事長賞
ブナ林の根開き・白山	健悦氏

生命部門優秀賞	日本森林林業振興会会長賞
運べ！一直線！！・原田	健治氏

審査員賞
朽木が育む・木下	滋氏

審査員賞
かくれんぼ・小林	三希子氏

北海道森林管理局長賞
水面に立ち上がる枯れ木・折笠	𠮷夫氏

東北森林管理局長賞
雪みどりの森・櫻井	勝美氏

関東森林管理局長賞
どんと焼きの朝・佐藤	克實氏

中部森林管理局長賞
三宝山からの富士・大黒	俊明氏

四国森林管理局長賞
美しの森への入口・川崎	仁美氏
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皆
様
初
め
ま
し
て
。

　

２
０
２
０
み
ど
り
の
女
神
に
就
任
致
し
ま
し
た
井い
ど
が
わ

戸
川
百も
も
か花

と
申
し
ま
す
。

　

私
は
緑
豊
か
な
多
摩
に
あ
る
中
央
大
学
に
通
っ
て
お
り
ま

す
。
周
り
を
見
渡
せ
ば
森
が
広
が
り
、
自
然
か
ら
季
節
を
感

じ
る
こ
と
の
出
来
る
素
敵
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
！

　

私
自
身
は
東
京
都
出
身
で
す
が
、
父
は
福
岡
県
母
は
秋
田

県
と
い
う
自
然
豊
か
な
地
方
出
身
で
、
帰
省
の
折
に
は
自
然

に
触
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
父
の
転
勤
で
金
沢
に
３
年
間
ほ

ど
住
み
、
少
し
車
を
走
ら
せ
る
と
大
自
然
が
溢あ
ふ

れ
て
い
る
と

い
う
環
境
で
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
為
か
自
然
が
大
好
き
で

す
。

TOPICS 05

２
０
２
０
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
女
神
か
ら
ご
挨
拶

み
ど
り
の
女
神
と
し
て

人
々
と
森
林
と
の
架
け
橋
に

　

み
ど
り
の
女
神
と
し
て
の
活
動
も
早

く
も
１
ヶ
月
が
経
ち
、
様
々
な
活
動
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
清
水
に
て
、
緑
の
雇
用
ポ
ス

タ
ー
の
撮
影
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
心

配
さ
れ
て
い
た
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
撮
影
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
際
に
現
場
で
働
か
れ
て
い
る
方
々

と
共
に
撮
影
場
所
に
入
り
ま
し
た
が
、

と
に
か
く
斜
面
が
多
い
の
が
印
象
的
で

し
た
。
機
械
や
荷
物
を
持
っ
て
移
動
し
た
り
作
業
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
考
え
る
と
、
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
を
肌
で

感
じ
ま
し
た
。
江
藤
農
林
水
産
大
臣
は
「
事
故
の
な
い
林
業
を

目
指
し
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
で
も
事

故
を
減
ら
す
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
応
援
す
る
側
も

働
い
て
い
る
側
ど
ち
ら
も
が
協
力
し
合
い
安
全
な
林
業
を
目
指

せ
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
急

き
ゅ
う
し
ゅ
ん
峻
な
森
林
で
は
、
伐
採
す
る
の
も
伐
採
し
た
木

を
運
ぶ
の
も
多
く
の
人
手
が
必
要
な
上
に
重
労
働
で
す
。
そ

の
た
め
コ
ス
ト
が
高
く
、
木
の
流
通
が
ス
ム
ー
ズ
で
な
い
と

い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
日
本
の
木
に
親
し
み
を
感
じ
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
ま
ず
は
今
の
現
状
と
森
林
の
基
礎
知
識

を
少
し
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
木
の
活
用
方
法

や
森
林
で
の
過
ご
し
方
を
身
近
な
も
の
に
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
発
信
す

る
の
が
私
の
役
目
で
す
の
で
、
森
林
や
木
、
緑
を
よ
く
分
か

ら
な
い
人
達
と
の
架
け
橋
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

撮
影
現
場
で
は
も
う
ひ
と
つ
、
と
て
も
不
思
議
に
感
じ
た

こ
と
が
、
緑
を
見
て
い
る
だ
け
で
癒い
や

さ
れ
て
浄
化
さ
れ
た
気

持
ち
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
地
で
働
か
れ
て
い
る
方
々

も
雰
囲
気
が
穏
や
か
で
、
居
心
地
良
い
空
気
に
充
た
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

今
あ
る
緑
を
大
切
に
し
、

自
然
の
魅
力
を
発
信
し
た
い

　

森
林
、
み
ど
り
、
自
然
の
力
は
私
達
に
生
き
る
力
と
癒
し

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
こ
の
緑
豊
か
な
日
本
が
あ
る
の
は
先
人
の
方
々
の
努

力
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
緑
が
あ
る

こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て

今
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
や
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
取
り
組

み
を
少
し
で
も
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
幅

広
い
世
代
の
方
に
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
様
々
な
体
験
や
皆
様
か
ら
ご
教
示
い
た
だ

き
な
が
ら
、
19
歳
の
若
さ
を
生
か
し
て
、
森
林
が
若
者
の
憩

い
の
場
と
な
る
よ
う
な
“
全
て
の
人
が
楽
し
む
癒
し
の
森
”

を
目
指
し
ま
す
。

　

み
ど
り
の
女
神
と
し
て
、
み
ど
り
の
広
報
大
使
と
し
て
、

一
生
懸
命
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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歴代女神も応援に駆けつけてくれました !江藤大臣より、みどりの広報大使に任命いただきました

緑の雇用ポスター 撮影の様子

林野庁での挨拶回りの様子

記者会見室を見学しました
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